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のフェルミオンに結合しないヒッグス粒子では 5.6、標準模型の質量 160 GeV/c2のヒッグス粒子で




して 95%信頼度における上限値を求めた。その結果、質量 160 GeV/c2の標準模型ヒッグス粒子に関
しては、ヒッグス粒子が無いと仮定した場合に期待される上限値および得られたデータに対しての上
限値はそれぞれ理論値の 5.9 倍および 9.2 倍であった。また、質量 110 GeV/c2のフェルミオンに結
合しないヒッグス粒子について、ヒッグス粒子が無いと仮定した場合に期待される上限値、およびデ
ータに対しての上限値はそれぞれ 2.6倍および 4.4倍という結果を得た。 
 
















については理論に対して 9.2倍の生成断面積上限値，fermiophobic ヒッグス粒子に対しては 4.4倍の
生成断面積上限値を得ている．これらは，本論文において対象とした反応過程を用いる解析としては
世界トップレベルである．そして，CDF 実験の他の反応過程を用いた解析と統合され，ヒッグス粒
子に対する知見を大きく進めることに重要な貢献をしているとともに，研究の解析技術的な面におい
ても，これからさらに本格化するヨーロッパの実験での探索研究に直接的につながるものといえる． 
以上から，本論文は素粒子物理学の発展に大きく寄与していることは明白であり，博士（理学）の
学位を授与するに値するものと審査した． 
